
付紙様式第２

２５年度 ２６年度
２７年度以降

予定
計

円 円 円 円円

14,882,400 14,882,400

円 円 円 円円

10,000,000 10,000,000

事 業 評 価 書

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

事 業 費 及 び 交 付 金 額

教育文化施設：第１７区コミュニティ供用施設

榛東村

群馬県北群馬郡榛東村大字広馬場　地内

　第17区コミュニティ供用施設は、平成5年度に建設後の地区人口の増加（平成3年度 84
世帯→平成25年度 189世帯）により狭隘となっている。併せて、トイレが男女共用で利用
しづらく、バリアフリー化など地域住民から多数の要望があり、地元役員からも早期改修
に関する強い要望があったものである。
　そこで、地区住民の学習、集会、レクリエーション活動等の環境を整え、地域住民の福
祉の向上を図る。
【参考指標】
平成２４年度実績
利用回数：45回
延利用人数：1,127人

　　コミュニティ供用施設の増築及び改修（鉄骨造平屋建　延床面積 157.27㎡）

平成２６年度

〔補助事業の成果及び評価〕
　地域住民から「バリアフリーやトイレが男女別に改修され、集会室も広くなったことで以
前よりも使いやすくなった」との声が多く寄せられている。レクリエーション活動等の環境が
整い、今後の地域コミュニティの活性化が期待できることから目標を達成したと判断する。
〔地域住民への周知の実施状況〕
・工事中の看板に交付金事業である旨を記載した。
・工事完了後、交付金事業である旨を表示した看板を設置し、地区住民に対し周知した。
・村の広報誌及びホームページに掲載予定。

無

無

補 助 事 業 名

事業費

交付金額



付紙様式第２

年度 交付金
市町村
費　等

その他 計

円 円 円 円 円 円 円

25 13,200,000 13,200,000 13,200,000

26 85,498,000 85,498,000 25,300,000 73,398,000 29,937,600

補助事業の始期及び終期

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

事 業 評 価 書

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

交通施設：計画道路整備事業

基金の造成：平成２５年度から平成２９年度
基金の処分：平成２６年度から平成２９年度

　１号計画道路　工事延長　803ｍ　道路幅員5.0ｍ　歩道2.0ｍ
  ２号計画道路　用地取得、補償

　第１号計画道路は主に榛東村新井地内・第２号計画道路は主に山子田地内の住民が、
主要地方道高崎・渋川線バイパスを利用して近隣の商業施設へのアクセスや通勤・通学
などの利便性を向上するための道路として位置付けられている。
　しかしながら、現道にあっては幅員が狭小であるなど、周辺地域住民の交通環境に支障
をきたしている状況である。
　また、平成２４年度に高崎・渋川線バイパスの一部区間の供用が開始されたことから、本
計画道路を早急に整備することによって、周辺地域住民の生活環境及び利便性の向上を
図る。
【参考指標】
・新井地内　　 人口／世帯数　5,210人／1,958世帯（平成26年11月30日現在）
・山子田地内　人口／世帯数　2,963人／1,009世帯（平成26年11月30日現在）

群馬県北群馬郡榛東村大字山子田外　地内

榛東村

運用益

円

基　　金　　造　　成　　額　　（A）
継続事業

に要した額

　無

　無

〔補助事業の成果及び評価〕
　第１号計画道路の一部工事完了区間については、円滑に供用開始されているが、全線
完了していないことから具体的な評価はできていない。全線開通後、区長に聞き取りを実
施する予定である。また、第２計画道路についても、工事完了後区長に聞き取りを実施す
る。
〔地域住民への周知の実施状況〕
・地域の会合等の際に事業の計画予定などを周知した。
・地域住民及び地権者等に説明を行う際に周知した。
・村の広報誌・ホームページに記載した。

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額
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